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表紙写真：内灘町議会では初めての手話による通訳が行われました（令和7年12月会議）
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給食センター更 新整備の貯金開始給食センター更 新整備の貯金開始
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復旧復興・防災事業

社会教育施設災害復旧費社会教育施設災害復旧費
 1 1億億200200万円万円
室・西荒屋公民館の解体工事費室・西荒屋公民館の解体工事費
西荒屋公民館の再建に係る、周辺公共西荒屋公民館の再建に係る、周辺公共
施設との一帯施設との一帯
整備のための整備のための
用地造成費及用地造成費及
び工事監理費び工事監理費

被災建物解体跡地防草対策被災建物解体跡地防草対策
費助成金 150費助成金 150万円万円
対象： 公費解体が完了した跡地に防草対象： 公費解体が完了した跡地に防草

シートを設置した方シートを設置した方
助成金額：設置費の2分1助成金額：設置費の2分1
 （上限75,000円） （上限75,000円）

下水道事業会計負担金下水道事業会計負担金
 5,460 5,460万円万円
下水道事業計画変更資料及び下水道事業計画変更資料及び
内水ハザードマップ作成のため内水ハザードマップ作成のため

児童福祉施設災害復旧費児童福祉施設災害復旧費
 3,200 3,200万円万円
北部保育所の再建に係る、周辺公共施北部保育所の再建に係る、周辺公共施
設との一帯整備のための用地造成費及設との一帯整備のための用地造成費及
び工事監理費び工事監理費

公営住宅建設費 2,200公営住宅建設費 2,200万円万円
南部地区の復興公営住宅建設に向け南部地区の復興公営住宅建設に向け
た、着手前に必要となる粗造成などのた、着手前に必要となる粗造成などの
工事請負費工事請負費

地籍調査事業 3地籍調査事業 3億億2020万円万円
現況測量及び復元測量委託料現況測量及び復元測量委託料
仮設事務所等にかかる費用仮設事務所等にかかる費用

建設改良費建設改良費（下水道事業会計）（下水道事業会計）
 4 4億億1,0001,000万円万円
災害に係る汚水管未調査区間の調査を災害に係る汚水管未調査区間の調査を
行うため行うため

12月会議 12月2日～11日

請負契約の変更について

工事名 ：6災4919号
　町道大根布6号線道路災害復旧工事

契約金額：変更前　42，583，200円
　　　　　変更後　83，558，200円

契約相手：株式会社　茶谷組

※大根布6丁目内地内で工事中

11月会議
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補正予算
注目事業を

ピックアップ

いよいよ本腰いよいよ本腰
給食センター更 新整備の貯金開始給食センター更 新整備の貯金開始

医療・福祉支援金

子ども医療費助成金 1,700子ども医療費助成金 1,700万円万円 心身障害者医療助成金心身障害者医療助成金 3,000 3,000万円万円
助成人数の増加によるもの助成人数の増加によるもの

障害者自立支援給付費障害者自立支援給付費
 1 1億億6,0006,000万円万円
サービス利用者の増加によるものサービス利用者の増加によるもの

障害児福祉給付費 3,700障害児福祉給付費 3,700万円万円
サービス利用者の増加によるものサービス利用者の増加によるもの

学校給食共同調理場

学校給食施設改修工事 4,200学校給食施設改修工事 4,200万円万円
学校給食共同調理場空調設備設置工事学校給食共同調理場空調設備設置工事
※詳細はP5※詳細はP5

学校給食共同調理場整備基金積立金学校給食共同調理場整備基金積立金
 5,000 5,000万円万円
建て替えに係る財源の積立を開始建て替えに係る財源の積立を開始

管理委託料

温浴施設等管理委託料 3,400温浴施設等管理委託料 3,400万円万円
物価高騰による燃料費・光熱水費等の増加のた物価高騰による燃料費・光熱水費等の増加のた
め（展望温泉ほのぼの湯管理委託料）め（展望温泉ほのぼの湯管理委託料）

サイクリングターミナル管理委託料サイクリングターミナル管理委託料
 2,250 2,250万円万円
物価高騰による光熱水費や賄材料費等の増加のため物価高騰による光熱水費や賄材料費等の増加のため
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議案名

議案第74号 請負契約の変更について
［6災4919号　町道大根布6号線道路災害復旧工事］ 可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月会議審議議案と採決状況
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議案第75号 令和7年度内灘町一般会計補正予算（第5号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第76号 令和7年度内灘町国民健康保険特別会計補正予算（第2号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第77号 令和7年度内灘町後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第78号 令和7年度内灘町介護保険特別会計補正予算（第3号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第79号 令和7年度内灘町水道事業会計補正予算（第2号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第80号 令和7年度内灘町下水道事業会計補正予算（第2号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第81号 内灘町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を
定める条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第82号 内灘町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定め
る条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第83号 内灘町印鑑条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第84号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部
を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ × － ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議案第85号 常勤の特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例について 可決 ○ ○ ○ ○ × － ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議案第86号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例に
ついて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第87号 内灘町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例
の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第88号 内灘町税条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第89号 内灘町火災予防条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第90号 内灘町屋内温水プールの指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第91号 内灘町体育施設（野球場等）の指定管理者の指定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第92号 石川中央都市圏域消防通信指令事務協議会の設置について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第7号 「消費税率5％以下への引き下げとインボイス制度の廃止を
求める意見書」を政府に送付することを求める請願書 不採択 × × × ○ × － × × ○ × × × ×

○は賛成、×は反対、棄は議場に不在、欠は欠席、除は除斥、－は採決に加わらない

　本会議はどなたでも簡単な手続きで傍聴することができます。
　本会議当日、役場3階の議場入口で、傍聴受付票に住所・氏名をご記入ください
（席には限りがあります）。
　定例月の6月・9月・12月・3月は町政に対する一般質問が行われます。
　皆さまの傍聴をお待ちしております！

内灘町議会事務局 076-286-6715

議会議会をを傍聴傍聴してみませんか？してみませんか？
一般質問って？

議員が町の一般事務の執行状況
や今後の方針、課題などを質問
し、政策的提言をすること。
住みやすい町づくりのために、
大切な役目を果たしています。

モーさん

請願の審査 討 論
◎請 願 者
　石川県商工団体連合会　宮田　保廣
○紹介議員　北川　悦子

不
採
択

賛成討論　　北川　悦子
　長引く物価高が国民の生活を直撃している。中小企業の倒産
も増えている。国は社会保障のためと繰り返し説明しながら、消
費税率を引き上げてきたが、医療・介護・年金・教育のどれをとっ
ても、国民の負担は増えるばかりだ。
　大企業や富裕層を優遇する不公平な税制度を正せば、消費税
を廃止できる分の財源がうまれる。消費税率を引き下げ、一律に
すればインボイス制度も不要となる。
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◎
は
委
員
長
　
〇
は
副
委
員
長
　
議
長
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　

12
月
委
員
会
で
は
、
令
和
７
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
を
含
む
10
議
案
を
審
査
し
、
全

て
原
案
の
通
り
可
決
し
た
。

　

継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
請
願
１
件
は
不

採
択
と
し
た
。

　

�	

下
水
道
事
業
会
計
災
害
復
旧
費
の
財

源
の
詳
細
は
。

　

�	

災
害
認
定
さ
れ
れ
ば
、
１
０
０
％
国
庫

補
助
事
業
と
な
る
。
ま
た
、
各
戸
の
公
共

桝
ま
で
の
復
旧
が
事
業
対
象
と
な
る
。

　

�	

液
状
化
対
策
実
証
実
験
後
の
総
合
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
在
り
方
は
。

　

�	

令
和
５
年
度
に
改
修
し
て
お
り
、
今
後

の
活
用
に
つ
い
て
は
、
復
興
の
進
捗
状
況

に
合
わ
せ
て
検
討
し
た
い
。

　

�	

庁
舎
空
調
設
備
更
新
工
事
実
施
設
計

費
に
つ
い
て
、
現
在
の
集
中
方
式
で
は

な
く
、
個
別
空
調
方
式
な
ど
効
率
の
よ

い
も
の
を
検
討
す
べ
き
だ
。

　

�	

ど
の
よ
う
な
方
式
が
よ
い
か
を
含
め
、

設
計
の
中
で
検
討
す
る
。

　

�	

第
６
次
内
灘
町
総
合
計
画
に
つ
い
て
、

復
興
に
向
け
、
市
街
化
調
整
区
域
の
規

制
を
外
す
た
め
に
、
金
沢
都
市
計
画
区

域
か
ら
の
脱
退
も
視
野
に
、
計
画
に
盛

り
込
む
べ
き
だ
。

　

�	
基
本
構
想
の
土
地
利
用
方
針
の
中
で「
令

和
６
年
能
登
半
島
地
震
を
受
け
て
、
人
口

流
出
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
市
街
化
調
整
区

域
で
あ
る
こ
と
の
課
題
の
解
消
が
急
務
で

あ
る
」
と
し
、
都
市
計
画
区
分
の
見
直
し

を
含
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問答問答問答

問答

　

12
月
委
員
会
で
は
、
令
和
７
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
を
含
む
９
議
案
を
審
査
し
、
全

て
原
案
の
通
り
可
決
し
た
。

　

�	

学
校
給
食
共
同
調
理
場
空
調
設
備
設

置
工
事
に
つ
い
て
、
温
度
、
湿
度
記
録

を
示
せ
。

　

�	

文
部
科
学
省
の
基
準
と
な
る
温
度
25
℃

を
超
え
た
日
数
は
４
月
か
ら
11
月
の
１
３
２

日
中
62
日
、
湿
度
80
％
を
超
え
た
日
数
は
０

日
。

　

�	

温
浴
施
設
等
管
理
費
の
委
託
料
増
額

の
詳
細
は
。

　

�	

令
和
元
年
度
決
算
額
を
当
初
予
算
額
の

基
と
し
て
お
り
、
今
年
度
決
算
額
と
比
較

し
た
場
合
、
入
館
料
等
収
入
減
少
が
約
１
，

６
０
０
万
円
、
物
価
高
騰
に
よ
る
燃
料
費
等

の
増
加
、
修
繕
費
等
で
、
約
１
，８
０
０
万

円
の
支
出
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
３
，

４
０
０
万
円
の
増
額
補
正
を
行
う
。

　

�	
社
会
教
育
施
設
災
害
復
旧
工
事
の
詳

細
は
。

　

�	

西
荒
屋
公
民
館
解
体
工
事
に
５
，０
０
０

万
円
、
室
公
民
館
解
体
工
事
に
２
，０
０
０

万
円
、
西
荒
屋
公
民
館
用
地
造
成
工
事
に

３
，０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

�	

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療

の
仮
算
定
の
廃
止
方
針
に
つ
い
て
、
１

回
の
納
付
金
額
が
大
き
く
な
る
と
、
納

付
し
づ
ら
く
、
滞
納
が
増
え
る
こ
と
に

つ
な
が
る
の
で
は
。

　

�	

県
単
位
で
の
事
務
の
統
一
化
の
推
進
な

ど
情
勢
の
変
化
に
基
づ
き
、
県
内
自
治
体

で
協
議
を
行
っ
た
結
果
、
や
む
を
得
ず
仮

算
定
を
廃
止
す
る
方
針
と
な
っ
た
。
制
度

の
周
知
や
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
細
や
か
な

納
付
相
談
に
努
め
て
い
く
。

問答問答問答

問答

文教福祉
常 任
委 員 会

液状化対策実証実験（総合グラウンド）

働きやすい職場へ

◎
西
尾
雄
次　
〇
中
村　
聡　
　
南　
守
雄

　
清
水
文
雄　
　
夷
藤　
満　
　
磯
貝
幸
博

総務産業
建設常任
委 員 会

◎
恩
道
正
博　
〇
川
口
正
己　
中
川　
達

　
北
川
悦
子　
　
土
屋
克
之　
福
島
誠
一

下
水
道
災
害
復
旧
財
源
は

災
害
認
定
で
1
0
0
%
国
庫
補
助

学
校
給
食
共
同
調
理
場

適
切
な
職
場
環
境
を

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
（
12
月
）
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～木曽町プロフィール～
長野県の南西部に位置する、476.03㎢（長野県内
町村では最大面積）、総面積の90％を山林が占める
緑豊かな山間の町。
木曽町役場の標高は774.80mあるんだよ。

全国町村議会議長会主催の令和5年度町村議会広報表彰で
奨励賞（言語・文章部門）を受賞した

長野県木曽郡木曽町 を訪問し、
読まれる広報のノウハウ、工夫などについて学んできました。

広報対策特別委員会視察研修 令和7年10月29日
長野県木曽町

　読まれる紙面づくりを目指し、行っている
様々な取組みを聞かせていただいた。
　「町民目線では読みづらい内容が多かった」
と先輩議員に思いを伝え、大目委員長ととも
に、議会だより改革を進めてきたと話すのは
下
しも

島
じま

里
さと

美
み

副委員長（右・視察時）。
　見出し、レイアウト、写真等、細部まで読み
やすさ・伝わりやすさを重視する編集方針で
あり、議員一人一人の高い意識が感じられた。

　真新しい町庁舎（防災機能も充実）を訪れ、
木曽町議会だよりの編集方針やユニークな取
組みなどを伺った。
　木曽町議会だよりは、紙面の色使い、縦書き
横書きのレイアウトなどデザインに優れ、非
常に見やすい構成になっている。また、一般
質問のページから二次元バーコードで議会中
継動画へジャンプし、紙面に書ききれない部
分を動画で詳しく知ることができる仕掛けも
あった。
　何より、当初予算、補正予算で主な事業の
一つ一つに町民の声が掲載され、町民参加型
の紙面となっている。
　今回の視察に感謝し、より見やすく親しみ
やすい紙面づくりに励まなければならないと、
心新たにした。

どんなに重要な内容でも

読まれなければ
意味がない！

きそまち議会だより

熱く語る大
おお

目
め

富
ふ

美
み

雄
お

議会広報特別委員長（左・視察時）

木曽町役場の標高は774.80mあるんだよ。

ウッチー

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
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キャプションは長すぎ
ると読まないかもです。
→簡潔に分かりやすく
を心がけ、努めてまい
ります。

　令和7年11月12日、内灘高等学校後期生徒会の皆さんに議会広
報モニター委嘱状を交付し、議会だよりへの貴重なご意見をいただ
けるようお願いしてきました。
　任期は令和8年3月31日までです。
　皆さんどうぞよろしくお願いいたします！

　半年間、議会広報モニターとしてご協力いただいた、
内灘高等学校前期生徒会の皆さんありがとうございま
した！皆さんの率直なご意見を参考に、「読まれる議会
だより」を目指して努めていきます！

恵
え
免
めん

誠
まこと
さん 大

おお
島
しま

心
こ
花
はな
さん

金
かな
丸
まる

璃
り
依
い
子
こ
さん 竹

たけ
内
うち

豪
こう
風
が
さん

中
なか
本
もと

理
り
彩
さ
さん 西

にし
田
だ
大
だい
地
ち
さん

新
にっ
田
た
花
か
音
のん
さん 府

ふ
玻
わ
結
ゆ
月
づき
さん

宮
みや
下
した

大
ひろ
弥
や
さん （順不同）

議会広報モニターさんの紹介

前・議会広報モニターさん ありがとうございました！ありがとうございました！

新

皆さんの声を議会だよりに

一般質問の質問、答弁は吹
き出しに入れればいい。誰
が何を話しているか分か
らない。
→163号（R7.11.5発 行）
より質問者・答弁者の文字
色と見出しの色を統一い
たしました。

全部カラーだと見づらい人
もいるだろうから、バラン
スが難しいですね。
→全頁カラーは望ましいこ
とです。限られた中ではあ
りますが、最大限表現でき
るよう努めてまいります。

審議結果の表は細かくて
読むのが嫌になりそう。
→基本的にはすべての議
案を掲載しておりますが、
議案数が多い場合は、意見
が分かれた議案のみ掲載
等検討してまいります。

キャプションは長すぎ

一般質問の質問、答弁は吹
き出しに入れればいい。誰
が何を話しているか分か

一般質問の質問、答弁は吹
き出しに入れればいい。誰

表紙がピンクなので、裏も
ピンクの方が統一感があっ
ていいと思います。
→162号（R7.8.5発行）より
表紙・裏の色を統一いたし
ました。

表紙がピンクなので、裏も

ご意見を紹介
します

7 うちなだ議会だより  第164号　令和8年2月5日



ありゃ～
どうなったがいね～追跡追跡

一般質問のゆくえ

答　弁
答　弁

その後 その後

芝生化された鶴ケ丘小グラウンド 待たれるドッグラン

小学校グラウンド芝生化
を進めよ

　小学校は教育の場であるとともに、地域社
会の核である。よりのびのびとスポーツを楽
しむことができる環境を。

平成20年12月、平成25年12月
  川口　正己

ドッグラン設置を進めよ
　ペットを通じた交流は日常的なにぎわいを
生み、町の魅力向上につながる。ドッグラン
を設置せよ。

令和5年6月  中村　聡

引き続き調査検討
　蓮湖渚公園や総合公園の一角、保健センター
前の旧消防本部跡地を候補地として、人と犬
が安心して利用できる空間づくりの検討を進
めていく。

前向きに検討
　施工後の恒常的な維持管理体制が重要だ。
先進事例を調査研究し、今後前向きに検討し
たい。

令和8年2月　現在
　平成27年に清湖小、平成29年に西荒
屋小、令和7年に鶴ケ丘小のグラウンド芝
生化を実施。今後も計画的に進めていく。

令和8年2月　現在

　令和6年能登半島地震からの復旧・復興を
最優先に取り組んでおり、復旧・復興の道す
じが見通せたら、改めて検討を進めていく。

8うちなだ議会だより  第164号　令和8年2月5日



一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
全
般
に
わ
た
り
、
そ
の
執
行
状
況
ま
た
は
将
来
の

方
針
、
政
策
的
提
言
や
行
政
の
問
題
点
・
疑
問
点
・
課
題
な
ど
を
執
行
機
関
に
問

う
も
の
で
す
。

一
般
質
問
（
12
月
４
日
）

８
人
が
登
壇

題
字
　
上
野
雅
子
さ
ん

題
字
　
上
野
雅
子
さ
ん

夷
い
藤
とう
　　満

みつる

� …………………………… 10
・避難所マニュアルを更新せよ
・中学校の自転車通学について

清
し
水
みず

文
ふみ
雄
お

� …………………………… 11
・北部地区土地利用方針の今後は
・コンフォモール内灘・内灘海岸のにぎわい創出につ
いて その他1問

恩
おん
道
どう

正
まさ
博
ひろ

� …………………………… 12
・大根布地区「地域防災センター」のホールに冷房設
備の設置を

・河北潟幹線道路の全線供用開始は その他2問

西
にし
尾
お
雄
ゆう
次
じ

� …………………………… 13
・地震の教訓を活かしペット防災の町を
・福祉タクシー利用助成の拡充を

磯
いそ
貝
がい

幸
ゆき
博
ひろ

� …………………………… 14
・空き家対策の新たな計画策定を急げ
・空き家相談窓口の充実について

土
つち
屋
や
克
かつ
之
ゆき

� …………………………… 15
・ひきこもり支援拠点の整備を
・防風林倒木の原因などについて その他1問

福
ふく
島
しま

誠
せい
一
いち

� …………………………… 16
・道路の穴　通報システムの導入を
・海岸や駅前トイレの洋式化と暖房便座設置について
 その他2問

北
きた
川
がわ

悦
えつ
子
こ

� …………………………… 17
・関係各課と連携し優しい町政を
・補聴器購入助成制度の創設を その他2問

質
問
と
答
弁
の
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
内
灘
町
議
会
↓
会
議
録
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会議録

YouTube

シュシュシュシュ
3歳　♀3歳　♀

MIX（チワワ×ポメラニアン）MIX（チワワ×ポメラニアン）
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避難所マニュアルを更新せよ

夷
い

藤
とう

　　満
みつる

町長　令和8年度以降見直しを進める

災
害
時
、
避
難
所
で
の

聴
覚
者
、
耳
の
聞
こ
え
な
い

人
へ
の
配
慮
が
足
り
な
い
。

平
成
24
年
３
月
に
作
ら
れ
た

避
難
所
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
更
新

す
る
必
要
が
あ
る
。

内
灘
町
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
作
業
を
進
め
て
お

り
、
作
業
終
了
後
の
令
和
８

年
度
以
降
に
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
見
直
し
を
進
め
て
い
く
。

内
灘
町
に
は
耳
が
聞
こ

え
な
い
人
は
ど
れ
だ
け
い
る

の
か
。
避
難
所
や
救
急
車
等

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ

ー
ド
を
備
え
、
活
用
せ
よ
。

町
内
の
身
体
障
害
者
手

帳
を
所
持
し
て
い
る
方
の
う

ち
聴
覚
障
害
の
方
は
、
令
和

７
年
11
月
末
現
在
で
62
名
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ

ー
ド
の
活
用
は
有
効
で
あ
り
、

意
思
疎
通
を
容
易
に
図
れ
る

よ
う
、
今
後
備
え
て
い
く
。

中
学
校
の
自
転
車
通
学

中
学
校
か
ら
比
較
的
距

離
の
あ
る
場
合
は
、
自
転
車

通
学
を
認
め
て
は
ど
う
か
。

保
護
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
す
る
な
ど
、
意
見
、

要
望
を
確
認
し
た
上
で
、
中

学
校
と
自
転
車
通
学
の
在
り

方
を
協
議
し
て
い
く
。

駐
輪
場
設
置
に
か
か
る

費
用
を
試
算
す
る
と
ど
れ
ぐ

ら
い
か
。

南
部
地
区
で
冬
期
ス
ク

ー
ル
バ
ス
を
利
用
す
る
生
徒

約
１
６
０
人
分
の
台
数
を
見

込
み
、
工
事
費
は
約
３
，７

０
０
万
円
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を

通
学
時
に
使
用
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

ル
ー
ト
や
運
行
時
刻
、

一
般
利
用
者
へ
の
影
響
な
ど

課
題
が
多
く
、
現
時
点
で
は

難
し
い
。

問答

問答

問答問

答問答

利用者の多い冬期スクールバス（南部地区）

コミュニケーションボードの活用を

第
６
次
総
合
計
画
の
土

地
利
用
政
策
や
都
市
計
画
は
、

第
５
次
計
画
か
ら
変
更
は
な

い
か
。
北
部
地
域
の
土
地
利

用
の
考
え
方
の
基
本
方
針
、

市
街
化
調
整
区
域
の
課
題
解

消
に
向
け
た
、
今
後
の
見
通

し
を
聞
く
。

総
合
計
画
の
基
本
構
想

案
で
は
土
地
利
用
方
針
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。
※
市
街
化

調
整
区
域
の
白
帆
台
地
区
以

北
で
、
新
た
な
居
住
者
の
誘

そ
の
他
の
質
問

コ
ン
フ
ォ
モ
ー
ル
内
灘

の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
、
内
灘

海
岸
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

的
機
能
と
し
て
の
活
用
は
。

借
り
上
げ
て
の
活
用
は
、

現
時
点
で
は
難
し
い
。

※
市
街
化
調
整
区
域

　
市
街
化
を
抑
制
す
べ
き

区
域
。農
地
や
森
林
を
守

る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
、

許
可
を
得
た
場
合
を
除
き
、

原
則
と
し
て
建
物
を
建
築

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

問答

問答

千鳥おばあちゃん

一
般
質
問
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北部地区土地利用方針の今後は
地区計画を活用し新たな移住を促進　町長

清
し

水
みず

文
ふみ

雄
お

第
６
次
総
合
計
画
の
土

地
利
用
政
策
や
都
市
計
画
は
、

第
５
次
計
画
か
ら
変
更
は
な

い
か
。
北
部
地
域
の
土
地
利

用
の
考
え
方
の
基
本
方
針
、

市
街
化
調
整
区
域
の
課
題
解

消
に
向
け
た
、
今
後
の
見
通

し
を
聞
く
。

総
合
計
画
の
基
本
構
想

案
で
は
土
地
利
用
方
針
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。
※
市
街
化

調
整
区
域
の
白
帆
台
地
区
以

北
で
、
新
た
な
居
住
者
の
誘

導
に
向
け
た
住
宅
系
地
区
の

検
討
を
行
う
。

　
北
部
の
既
存
集
落
の
土
地

利
用
方
針
は
、
市
街
化
調
整

区
域
の
ま
ま
で
比
較
的
時
間

が
か
か
ら
ず
、
新
た
な
居
住

者
の
誘
導
が
で
き
る
地
区
計

画
制
度
を
活
用
し
た
い
。
宮

坂
、
西
荒
屋
、
室
地
区
に
お

い
て
、
測
量
作
業
完
了
の
令

和
８
年
度
末
を
目
標
に
、
地

区
計
画
の
策
定
を
支
援
す
る
。

コ
ン
フ
ォ
モ
ー
ル
内
灘
・

内
灘
海
岸
の
に
ぎ
わ
い
創
出

商
業
地
域
と
し
て
の
コ

ン
フ
ォ
モ
ー
ル
内
灘
の
に
ぎ

わ
い
創
出
、
観
光
拠
点
と
し

て
の
内
灘
海
岸
の
に
ぎ
わ
い

創
出
を
図
る
考
え
と
展
望
を

聞
く
。内

灘
海
岸
は
、
本
年
９

月
に
策
定
し
た
内
灘
海
岸
・

放
水
路
回
遊
空
間
整
備
構
想

で
、
さ
ら
に
多
く
の
来
訪
者

で
に
ぎ
わ
う
エ
リ
ア
と
な
る

よ
う
、
海
岸
拠
点
と
し
て
位

置
づ
け
て
い
る
。
具
現
化
に

向
け
、
国
、
県
に
要
望
す
る

と
と
も
に
、
港
湾
区
域
等
の

管
理
者
で
あ
る
県
と
の
協
議

を
進
め
て
い
る
。

　
コ
ン
フ
ォ
モ
ー
ル
内
灘
も
、

海
岸
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け

て
お
り
、
内
灘
海
岸
と
一
体

的
な
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る

こ
と
で
、
集
客
の
増
加
に
つ

な
が
り
、
商
業
系
地
域
と
し

て
の
発
展
を
期
待
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

コ
ン
フ
ォ
モ
ー
ル
内
灘

の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
、
内
灘

海
岸
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

的
機
能
と
し
て
の
活
用
は
。

借
り
上
げ
て
の
活
用
は
、

現
時
点
で
は
難
し
い
。

※
市
街
化
調
整
区
域

　
市
街
化
を
抑
制
す
べ
き

区
域
。農
地
や
森
林
を
守

る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
、

許
可
を
得
た
場
合
を
除
き
、

原
則
と
し
て
建
物
を
建
築

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

問答

問答

問答

海岸一帯のにぎわい創出を

待たれる測量作業

一
般
質
問
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地域防災センターに冷房が必要だ

恩
おん

道
どう

正
まさ

博
ひろ

町長　地区負担に国制度と併せて検討

能
登
半
島
地
震
で
は
、

大
根
布
地
域
防
災
セ
ン
タ
ー

で
地
元
の
大
根
布
や
鶴
ケ
丘
、

室
地
区
の
被
災
者
が
長
ら
く

避
難
生
活
を
送
っ
た
。

　
防
災
セ
ン
タ
ー
に
は
停
電

時
に
備
え
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
燃

料
と
し
た
非
常
用
発
電
機
が

設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
核
と

な
る
ホ
ー
ル
に
は
冷
房
設
備

が
な
い
。

　
健
康
に
避
難
生
活
が
で
き

る
環
境
で
な
い
こ
と
か
ら
冷

房
設
備
が
必
要
だ
。

令
和
６
年
12
月
に
内
閣

府
よ
り
避
難
所
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
定
が
示
さ

れ
、「
避
難
者
の
健
康
が
維

持
さ
れ
る
こ
と
」
を
目
標
に
、

避
難
所
の
質
の
向
上
に
向
け

た
取
組
が
必
要
と
さ
れ
た
。

　
ホ
ー
ル
の
エ
ア
コ
ン
整
備

は
、
こ
れ
ま
で
の
地
区
の
負

担
を
前
提
と
し
つ
つ
、
防
災

の
観
点
か
ら
、
国
の
制
度
と

併
せ
て
町
と
し
て
整
備
が
可

能
か
、
早
急
に
検
討
す
る
。

河
北
潟
幹
線
道
路
の

全
線
供
用
開
始
は

河
北
潟
干
拓
地
堤
防
と

干
拓
地
を
東
西
に
横
切
る
幹

線
道
路
の
復
旧
状
況
は
。

　
ま
た
幹
線
道
路
の
全
線
供

用
開
始
時
期
は
。

河
北
潟
堤
防
は
令
和
８

年
春
頃
の
本
復
旧
を
目
指
す
。

　
内
灘
か
ら
金
沢
や
津
幡
を

つ
な
ぐ
幹
線
道
路
は
、
堤
防

の
本
復
旧
完
了
後
、
一
部
供

用
は
令
和
８
年
秋
頃
、
全
線

供
用
は
令
和
９
年
夏
頃
を
目

指
す
。

河
北
潟
幹
線
道
路
の
県

道
昇
格
に
つ
い
て
問
う
。

令
和
７
年
９
月
の
県
議

会
一
般
質
問
で
、
早
期
の
復

旧
に
取
り
組
み
、
全
線
供
用

後
に
は
県
道
昇
格
を
視
野
に

市
町
と
協
議
を
行
う
旨
の
答

弁
が
あ
っ
た
。
こ
の
幹
線
道

路
は
広
域
的
な
主
要
幹
線
道

路
で
、
自
動
車
交
通
量
も
増

加
し
て
お
り
、
県
道
へ
の
昇

格
に
向
け
、
引
き
続
き
県
へ

要
望
や
働
き
か
け
を
行
う
。

そ
の
他
の
質
問

完
成
し
た
河
北
潟
堤
防

を
遊
歩
道
や
自
転
車
道
に
活

用
で
き
な
い
か
。

災
害
復
旧
工
事
は
原
則
、

原
形
復
旧
で
あ
り
、
工
事
完

成
後
に
改
め
て
、
国
・
県
へ

要
望
す
る
。

大
根
布
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

横
の
大
根
布
８
丁
目
側
の
道

路
側
溝
を
、
蓋
付
に
す
る
な

ど
安
全
対
策
が
必
要
だ
。

現
地
周
辺
の
地
形
へ
の

影
響
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
調
査
を
し
て
い
く
。

蓋もなく危険な側溝

問

答

問答

問答

問答問答

全線供用は令和9年夏頃を目指す

国の制度を活用できるか

現
在
、
内
灘
町
は
２
年

前
の
能
登
半
島
地
震
を
経
て
、

そ
の
教
訓
を
生
か
し
な
が
ら

新
た
な
知
見
と
創
造
力
を
加

味
し
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両

面
か
ら
新
し
い
町
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
そ
ん
な
中
、
今
や
家
族
の

一
員
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
ペ
ッ
ト
防
災
の
施
策
も

ま
た
自
治
体
に
と
っ
て
重
要

な
ソ
フ
ト
事
業
と
な
り
つ
つ

あ
る
。
こ
の
ペ
ッ
ト
防
災
に

対
す
る
町
長
の
見
解
を
問
う
。

近
年
、
自
然
災
害
の
増

加
に
伴
い
ペ
ッ
ト
と
と
も
に

避
難
生
活
が
で
き
る
安
心
・

安
全
な
地
域
づ
く
り
が
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
能
登
半
島
地
震

の
経
験
を
踏
ま
え
、
町
民
の

意
識
と
理
解
を
深
め
な
が
ら
、

こ
の
問
題
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
ま
ず
は
、
先
進
事
例
を
参

考
に
講
演
会
を
開
催
す
る
な

ど
ペ
ッ
ト
防
災
へ
の
理
解
と

意
識
の
向
上
に
努
め
た
い
。

問

答

一
般
質
問
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能
登
半
島
地
震
で
は
、

大
根
布
地
域
防
災
セ
ン
タ
ー

で
地
元
の
大
根
布
や
鶴
ケ
丘
、

室
地
区
の
被
災
者
が
長
ら
く

避
難
生
活
を
送
っ
た
。

　
防
災
セ
ン
タ
ー
に
は
停
電

時
に
備
え
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
燃

料
と
し
た
非
常
用
発
電
機
が

設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
核
と

な
る
ホ
ー
ル
に
は
冷
房
設
備

が
な
い
。

　
健
康
に
避
難
生
活
が
で
き

る
環
境
で
な
い
こ
と
か
ら
冷

房
設
備
が
必
要
だ
。

問

地震の教訓を活かしペット防災の町を
町民の理解を得ながら取り組む　町長

西
にし

尾
お

雄
ゆう

次
じ

現
在
、
内
灘
町
は
２
年

前
の
能
登
半
島
地
震
を
経
て
、

そ
の
教
訓
を
生
か
し
な
が
ら

新
た
な
知
見
と
創
造
力
を
加

味
し
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両

面
か
ら
新
し
い
町
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
そ
ん
な
中
、
今
や
家
族
の

一
員
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
ペ
ッ
ト
防
災
の
施
策
も

ま
た
自
治
体
に
と
っ
て
重
要

な
ソ
フ
ト
事
業
と
な
り
つ
つ

あ
る
。
こ
の
ペ
ッ
ト
防
災
に

対
す
る
町
長
の
見
解
を
問
う
。

近
年
、
自
然
災
害
の
増

加
に
伴
い
ペ
ッ
ト
と
と
も
に

避
難
生
活
が
で
き
る
安
心
・

安
全
な
地
域
づ
く
り
が
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
能
登
半
島
地
震

の
経
験
を
踏
ま
え
、
町
民
の

意
識
と
理
解
を
深
め
な
が
ら
、

こ
の
問
題
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
ま
ず
は
、
先
進
事
例
を
参

考
に
講
演
会
を
開
催
す
る
な

ど
ペ
ッ
ト
防
災
へ
の
理
解
と

意
識
の
向
上
に
努
め
た
い
。

福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
助
成
の
拡
充
を

令
和
７
年
10
月
か
ら
町

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
料
金

を
※
70
歳
以
上
の
内
灘
町
民

等
を
対
象
に
し
て
無
料
化
す

る
施
策
を
講
じ
た
。

　
一
方
、
一
般
的
な
公
共
交

通
機
関
で
の
移
動
が
困
難
な

方
を
対
象
と
す
る
外
出
支
援

に
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成

制
度
が
あ
る
。
こ
れ
を
機
会

に
利
用
助
成
制
度
も
拡
充
し
、

チ
ケ
ッ
ト
配
布
枚
数
を
現
行

の
年
間
24
枚
か
ら
さ
ら
に
増

や
す
考
え
は
な
い
か
。

県
内
の
助
成
制
度
を
見

る
と
本
町
と
同
じ
24
枚
が
最

も
多
い
。
従
っ
て
福
祉
タ
ク

シ
ー
助
成
制
度
の
拡
充
に
つ

い
て
は
、
令
和
７
年
10
月
か

ら
実
施
し
て
い
る
70
歳
以
上

の
方
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
無
料
化
に
伴
っ
て
、
福
祉

タ
ク
シ
ー
の
利
用
状
況
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の

か
を
検
証
し
た
後
に
判
断
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

答

問

答

福祉タクシーチケット

ペット用防災グッズの一例

※
70
歳
以
上
の
内
灘
町
民

等
を
対
象
に
し
て
無
料

化

　
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
利
用
料
金
を「
70
歳
以

上
の
内
灘
町
民
」
と「
令

和
６
年
能
登
半
島
地
震
で

被
災
さ
れ
、内
灘
町
に
避

難
し
居
住
さ
れ
て
い
る
70

歳
以
上
の
被
災
者
」を
無

料
化
の
対
象
と
す
る
も
の
。

一
般
質
問
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空き家対策の新たな計画策定急げ

磯
いそ

貝
がい

幸
ゆき

博
ひろ

住民課担当課長　改めて調査し、改定する

内
灘
町
は
人
口
減
少
と

高
齢
化
で
空
き
家
増
加
が
懸

念
さ
れ
、
令
和
５
年
調
査
で

総
住
宅
１
万
３
，５
７
０
戸

の
う
ち
空
き
家
総
数
２
，５

３
０
戸
、
う
ち
賃
貸
・
売
却

用
及
び
二
次
的
住
宅
を
除
く

空
き
家
７
２
０
戸
。

　
地
震
後
状
況
が
変
化
し
、

所
有
者
不
明
家
屋
の
公
費
解

体
も
課
題
だ
。

　
再
調
査
を
行
い
、
最
新
情

報
を
基
に
新
た
な
計
画
を
策

定
す
る
必
要
が
あ
る
。

令
和
５
年
度
に
計
画
改

定
に
向
け
２
７
６
件
の
実
態

調
査
を
実
施
し
た
が
、
令
和

６
年
能
登
半
島
地
震
で
状
況

が
変
化
し
、
空
き
家
数
や
危

険
度
を
把
握
で
き
て
い
な
い

の
が
現
状
。

　
公
費
解
体
事
業
が
今
年
度

完
了
予
定
で
あ
り
、
解
体
事

業
完
了
後
、
改
め
て
各
地

区
・
町
会
へ
空
き
家
情
報
提

供
を
依
頼
し
、
町
に
て
実
態

調
査
を
行
い
、
計
画
を
改
定

す
る
。

空
き
家
相
談
窓
口
の
充
実

内
灘
町
の
空
き
家
相
談

窓
口
は
住
民
課
環
境
管
理
室

に
一
本
化
さ
れ
て
い
る
が
、

関
係
部
署
が
多
岐
に
わ
た
る

た
め
、
相
談
者
が
た
ら
い
回

し
に
な
ら
ぬ
よ
う
配
慮
が
必

要
だ
。

　
相
談
者
が
同
じ
説
明
を
繰

り
返
さ
ず
済
む
よ
う
、
丁
寧

な
記
録
や
情
報
共
有
を
行
い
、

各
課
へ
の
伝
達
を
円
滑
に
す

る
統
一
書
式
の
導
入
を
要
望

す
る
。

空
き
家
等
に
関
す
る
相

談
の
総
合
窓
口
は
住
民
課
環

境
管
理
室
で
あ
り
、
相
続
や

税
関
係
、
空
き
家
バ
ン
ク
な

ど
相
談
内
容
に
応
じ
て
、
関

係
課
と
情
報
を
共
有
、
連
携

し
対
応
し
て
い
る
。

　
ス
ム
ー
ズ
な
情
報
共
有
の

た
め
の
、
相
談
内
容
を
取
り

ま
と
め
る
統
一
様
式
の
作
成

に
つ
い
て
は
、
他
自
治
体
の

事
例
を
参
考
に
検
討
す
る
。

問

答

問

答

ご相談は住民課環境管理室まで

公費解体後の調査に期待

ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ

い
て
は
、
令
和
元
年
６
月
会

議
と
令
和
３
年
３
月
会
議
に

一
般
質
問
し
て
い
る
。

　
ま
た
最
近
、
議
会
の
可
決

を
も
っ
て
、
令
和
７
年
９
月

17
日
付
で
「
ひ
き
こ
も
り
支

援
基
本
法
の
制
定
を
求
め
る

意
見
書
」
を
、
内
閣
総
理
大

臣
を
含
む
関
係
大
臣
に
送
付

し
た
と
こ
ろ
だ
。

　
現
時
点
で
、
ひ
き
こ
も
り

の
実
態
や
支
援
を
、
ど
の
よ

う
に
認
識
さ
れ
て
い
る
か
。

ひ
き
こ
も
り
支
援
を
継

続
さ
れ
て
い
る
方
は
45
名
。

　
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
相
談
窓
口
の
周
知
啓
発
に

努
め
た
い
。

中
能
登
町
の
よ
う
に
、

地
域
密
着
型
の
ひ
き
こ
も
り

支
援
拠
点
の
整
備
を
。

金
沢
市
鞍
月
に
あ
る
、

※
石
川
県
ひ
き
こ
も
り
地
域

支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
支
援
体

制
を
継
続
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購

入
補
助
金
制
度
の
復
活
を
。

　
ま
た
、
役
場
玄
関
に
ベ
ビ

ー
カ
ー
の
設
置
を
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購

入
助
成
事
業
は
前
向
き
に
検

討
す
る
。
ベ
ビ
ー
カ
ー
は
必

要
性
に
応
じ
て
検
討
す
る
。

※
石
川
県
ひ
き
こ
も
り
地

域
支
援
セ
ン
タ
ー

（
金
沢
市
鞍
月
東
２

－

６　

石
川
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ

ン
タ
ー
内
）

　
県
や
市
町
、
学
校
、
民

間
支
援
団
体
な
ど
と
連
携

し
、役
割
分
担
し
な
が
ら
、

ひ
き
こ
も
り
の
方
の
自
立

に
向
け
た
支
援
を
行
う
。

問

答問答

問答

風車おじいちゃん

一
般
質
問
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内
灘
町
は
人
口
減
少
と

高
齢
化
で
空
き
家
増
加
が
懸

念
さ
れ
、
令
和
５
年
調
査
で

総
住
宅
１
万
３
，５
７
０
戸

の
う
ち
空
き
家
総
数
２
，５

３
０
戸
、
う
ち
賃
貸
・
売
却

用
及
び
二
次
的
住
宅
を
除
く

空
き
家
７
２
０
戸
。

　
地
震
後
状
況
が
変
化
し
、

所
有
者
不
明
家
屋
の
公
費
解

体
も
課
題
だ
。

　
再
調
査
を
行
い
、
最
新
情

報
を
基
に
新
た
な
計
画
を
策

定
す
る
必
要
が
あ
る
。

問

ひきこもり支援拠点の整備を
県の支援拠点との連携を継続　町民福祉部長

土
つち

屋
や

克
かつ

之
ゆき

ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ

い
て
は
、
令
和
元
年
６
月
会

議
と
令
和
３
年
３
月
会
議
に

一
般
質
問
し
て
い
る
。

　
ま
た
最
近
、
議
会
の
可
決

を
も
っ
て
、
令
和
７
年
９
月

17
日
付
で
「
ひ
き
こ
も
り
支

援
基
本
法
の
制
定
を
求
め
る

意
見
書
」
を
、
内
閣
総
理
大

臣
を
含
む
関
係
大
臣
に
送
付

し
た
と
こ
ろ
だ
。

　
現
時
点
で
、
ひ
き
こ
も
り

の
実
態
や
支
援
を
、
ど
の
よ

う
に
認
識
さ
れ
て
い
る
か
。

ひ
き
こ
も
り
支
援
を
継

続
さ
れ
て
い
る
方
は
45
名
。

　
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
相
談
窓
口
の
周
知
啓
発
に

努
め
た
い
。

中
能
登
町
の
よ
う
に
、

地
域
密
着
型
の
ひ
き
こ
も
り

支
援
拠
点
の
整
備
を
。

金
沢
市
鞍
月
に
あ
る
、

※
石
川
県
ひ
き
こ
も
り
地
域

支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
支
援
体

制
を
継
続
す
る
。

防
風
林
の
倒
木
の

原
因
な
ど
に
つ
い
て

令
和
７
年
の
10
月
１
日

の
朝
７
時
頃
、「
鶴
ケ
丘
５

丁
目
県
営
住
宅
の
１
号
棟
と

２
号
棟
の
間
の
通
路
に
、
防

風
林
の
松
の
木
が
倒
れ
て
い

る
」
と
相
談
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
松
の
木
は
、

松
ヤ
ニ
が
飛
ぶ
、
松
ぼ
っ
く

り
が
車
に
ぶ
つ
か
る
、
松
葉

が
雨
ど
い
に
入
る
な
ど
、
対

処
が
難
し
い
。

　
松
の
木
の
倒
木
の
原
因
と
、

伐
採
や
剪
定
な
ど
の
管
理
体

制
を
教
え
て
ほ
し
い
。

詳
細
は
不
明
だ
が
、
幹

の
内
部
の
腐
食
に
よ
る
。

　
町
の
林
帯
管
理
に
つ
い
て

は
、
職
員
が
必
要
に
応
じ
て

伐
採
や
剪
定
等
を
行
う
。

緑
台
２
丁
目
交
差
点
か

ら
白
帆
台
を
抜
け
る
、
町
を

見
事
に
横
断
す
る
メ
イ
ン
道

路
の
街
路
樹
の
管
理
に
は
、

特
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

今
後
も
よ
り
一
層
、
適

正
な
維
持
管
理
に
努
め
る
。

そ
の
他
の
質
問

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購

入
補
助
金
制
度
の
復
活
を
。

　
ま
た
、
役
場
玄
関
に
ベ
ビ

ー
カ
ー
の
設
置
を
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購

入
助
成
事
業
は
前
向
き
に
検

討
す
る
。
ベ
ビ
ー
カ
ー
は
必

要
性
に
応
じ
て
検
討
す
る
。

※
石
川
県
ひ
き
こ
も
り
地

域
支
援
セ
ン
タ
ー

（
金
沢
市
鞍
月
東
２

－

６　

石
川
県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ

ン
タ
ー
内
）

　
県
や
市
町
、
学
校
、
民

間
支
援
団
体
な
ど
と
連
携

し
、役
割
分
担
し
な
が
ら
、

ひ
き
こ
も
り
の
方
の
自
立

に
向
け
た
支
援
を
行
う
。

問

答問答

問

答問答

問答

石川県ひきこもり地域支援センター（Xより）

林帯管理の徹底を（右：拡大）

一
般
質
問
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道路の穴 通報システムの導入を

福
ふく

島
しま

誠
せい

一
いち

都市整備部長　国の道路緊急ダイヤルで

道
路
上
の
異
常
を
住
民

や
通
行
人
が
発
見
し
た
場
合
、

現
状
で
は
、
電
話
に
よ
る
通

報
が
中
心
だ
が
、
現
地
の
情

報
な
ど
、
言
葉
だ
け
で
は
詳

細
が
伝
わ
り
に
く
い
ケ
ー
ス

も
あ
る
。

　
県
や
他
市
で
導
入
し
て
い

る
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
等
を
利

用
し
て
道
路
の
異
常
を
写
真

に
撮
り
、
位
置
を
特
定
し
、

昼
夜
、
休
日
で
も
通
報
で
き

る
シ
ス
テ
ム
の
早
期
導
入
を

提
案
す
る
。

国
土
交
通
省
の
道
路
緊

急
ダ
イ
ヤ
ル
（
＃
９
９
１

０
）
は
、
国
道
だ
け
で
は
な

く
、
県
道
や
市
町
村
道
も
含

め
た
全
て
の
道
路
を
対
象
に

通
報
を
24
時
間
受
け
付
け
、

該
当
す
る
道
路
管
理
者
に
連

絡
す
る
シ
ス
テ
ム
で
、
電
話

の
ほ
か
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
で

通
報
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
ず
は
国
の
道
路
緊
急
ダ

イ
ヤ
ル
を
周
知
し
、
町
独
自

の
通
報
サ
ー
ビ
ス
は
調
査
研

究
す
る
。

海
岸
や
駅
前
の
ト
イ
レ

洋
式
化
と
暖
房
便
座
を

町
の
玄
関
口
で
あ
る
内

灘
駅
前
ト
イ
レ
は
、
多
目
的

ト
イ
レ
と
も
に
洋
式
で
は
あ

る
が
、
ト
イ
レ
に
は
暖
房
便

座
が
な
い
。

　
ま
た
、
内
灘
海
岸
の
ト
イ

レ
は
和
式
、
併
設
の
多
目
的

ト
イ
レ
は
洋
式
で
あ
る
。　

　
外
国
人
を
含
む
観
光
客
に

配
慮
し
、
公
衆
ト
イ
レ
の
洋

式
化
と
暖
房
便
座
の
整
備
を

求
め
る
。

内
灘
駅
前
ト
イ
レ
は
、

男
性
用
、
女
性
用
、
多
目
的

用
、
い
ず
れ
に
も
暖
房
便
座

は
設
置
し
て
い
な
い
。
駅
前

ト
イ
レ
の
全
て
の
洋
式
便
器

に
暖
房
便
座
の
設
置
を
進
め

る
。

　
内
灘
海
岸
の
ト
イ
レ
は
、

多
目
的
用
以
外
、
す
べ
て
和

式
。
今
後
は
洋
式
化
を
計
画

的
に
進
め
る
が
、
冬
期
間
は

閉
鎖
す
る
施
設
で
あ
る
た
め
、

暖
房
便
座
の
設
置
は
現
段
階

で
は
考
え
て
い
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

町
内
の
各
公
園
は
指
定

避
難
所
と
な
っ
て
い
る
。
防

災
の
観
点
か
ら
も
、
ト
イ
レ

の
洋
式
化
を
求
め
る
。

公
園
ト
イ
レ
の
洋
式
化

は
必
要
に
応
じ
て
順
次
実
施

し
て
い
る
。
暖
房
便
座
の
設

置
は
必
要
性
を
検
討
す
る
。

町
役
場
庁
舎
は
来
客
用
、

防
災
用
に
も
、
ト
イ
レ
の
洋

式
化
と
暖
房
便
座
が
必
要
。

修
理
等
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
洋
式
ト
イ
レ
の
割
合
を

高
め
、
暖
房
便
座
に
つ
い
て

も
検
討
す
る
。

問

答

問

答

問答問答

暖房便座の導入を（内灘駅前）

更新待たれる道路

令
和
７
年
10
月
１
日
よ

り
、
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

70
歳
以
上
無
料
パ
ス
ポ
ー
ト

が
発
行
さ
れ
て
い
る
。

　
実
施
日
前
か
ら
受
付
を
す

れ
ば
、
混
雑
の
心
配
は
な
く
、

余
裕
を
持
っ
て
役
場
や
ほ
の

ぼ
の
湯
、
公
民
館
で
申
請
が

で
き
た
の
で
は
。
福
祉
課
と

連
携
す
れ
ば
、
１
階
で
の
受

付
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
施
策
実
施
に
あ
た
り
関
係

各
課
と
連
携
す
る
優
し
い
町

政
を
願
う
。

無
料
パ
ス
ポ
ー
ト
は
、

高
齢
者
の
外
出
機
会
促
進
に

よ
る
健
康
維
持
と
、
運
転
免

許
証
自
主
返
納
を
促
す
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
。

　
申
請
受
付
を
同
時
に
開
始

し
た
の
は
、
制
度
開
始
前
の

利
用
な
ど
混
乱
や
ト
ラ
ブ
ル

を
防
ぐ
た
め
の
対
応
。

　
既
存
の
手
続
も
含
め
、
利

用
者
目
線
で
関
係
各
課
と
連

携
で
き
る
こ
と
が
な
い
か
検

討
し
、
進
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

金
制
度
に
お
け
る
国
保
均
等

割
18
歳
以
下
全
額
免
除
と
い

う
議
論
も
あ
る
が
、
実
施
ま

で
免
除
せ
よ
。

町
独
自
で
の
均
等
割
免

除
は
、
毎
年
多
額
の
費
用
が

必
要
で
あ
り
、
実
施
は
困
難
。

鶴
ケ
丘
４
丁
目
か
ら
千

鳥
台
へ
抜
け
る
狭
い
ト
ン
ネ

ル
の
通
行
が
大
変
危
険
。
目

立
つ
注
意
喚
起
を
せ
よ
。

夜
間
や
降
雨
時
で
も
見

や
す
い
路
面
標
示
な
ど
を
検

討
し
て
、
歩
行
者
の
安
全
確

保
を
図
る
。

問

答

問答問答

一
般
質
問
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道
路
上
の
異
常
を
住
民

や
通
行
人
が
発
見
し
た
場
合
、

現
状
で
は
、
電
話
に
よ
る
通

報
が
中
心
だ
が
、
現
地
の
情

報
な
ど
、
言
葉
だ
け
で
は
詳

細
が
伝
わ
り
に
く
い
ケ
ー
ス

も
あ
る
。

　
県
や
他
市
で
導
入
し
て
い

る
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
等
を
利

用
し
て
道
路
の
異
常
を
写
真

に
撮
り
、
位
置
を
特
定
し
、

昼
夜
、
休
日
で
も
通
報
で
き

る
シ
ス
テ
ム
の
早
期
導
入
を

提
案
す
る
。

問

関係各課と連携し優しい町政を
利用者目線で検討する　町長

北
きた

川
がわ

悦
えつ

子
こ

令
和
７
年
10
月
１
日
よ

り
、
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

70
歳
以
上
無
料
パ
ス
ポ
ー
ト

が
発
行
さ
れ
て
い
る
。

　
実
施
日
前
か
ら
受
付
を
す

れ
ば
、
混
雑
の
心
配
は
な
く
、

余
裕
を
持
っ
て
役
場
や
ほ
の

ぼ
の
湯
、
公
民
館
で
申
請
が

で
き
た
の
で
は
。
福
祉
課
と

連
携
す
れ
ば
、
１
階
で
の
受

付
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
施
策
実
施
に
あ
た
り
関
係

各
課
と
連
携
す
る
優
し
い
町

政
を
願
う
。

無
料
パ
ス
ポ
ー
ト
は
、

高
齢
者
の
外
出
機
会
促
進
に

よ
る
健
康
維
持
と
、
運
転
免

許
証
自
主
返
納
を
促
す
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
。

　
申
請
受
付
を
同
時
に
開
始

し
た
の
は
、
制
度
開
始
前
の

利
用
な
ど
混
乱
や
ト
ラ
ブ
ル

を
防
ぐ
た
め
の
対
応
。

　
既
存
の
手
続
も
含
め
、
利

用
者
目
線
で
関
係
各
課
と
連

携
で
き
る
こ
と
が
な
い
か
検

討
し
、
進
め
て
い
く
。

補
聴
器
購
入
助
成
制
度
を

厚
生
労
働
省
認
知
症
施

策
推
進
総
合
戦
略
で
も
、
加

齢
性
難
聴
は
認
知
症
の
危
険

因
子
と
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
介
護
予
防
事
業
と
し
て
取

り
組
む
自
治
体
も
あ
り
、
補

聴
器
の
普
及
は
、
認
知
症
の

予
防
、
健
康
寿
命
の
延
伸
、

医
療
費
の
抑
制
に
も
つ
な
が

る
。

　
保
険
者
機
能
強
化
推
進
交

付
金
の
活
用
や
、
難
聴
高
齢

者
の
啓
発
、
早
期
対
応
が
介

護
保
険
保
険
者
努
力
支
援
交

付
金
の
評
価
指
標
に
入
り
、

推
進
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
補
聴
器
購
入
助
成
制

度
を
創
設
せ
よ
。

誰
に
で
も
起
こ
り
得
る

こ
と
で
あ
り
、
助
成
制
度
を

導
入
し
て
い
る
の
は
、
全
国

的
に
は
２
割
程
度
、
石
川
県

内
で
は
ど
こ
も
実
施
し
て
い

な
い
。

　
今
後
も
他
市
町
の
制
度
を

参
考
に
調
査
研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

金
制
度
に
お
け
る
国
保
均
等

割
18
歳
以
下
全
額
免
除
と
い

う
議
論
も
あ
る
が
、
実
施
ま

で
免
除
せ
よ
。

町
独
自
で
の
均
等
割
免

除
は
、
毎
年
多
額
の
費
用
が

必
要
で
あ
り
、
実
施
は
困
難
。

鶴
ケ
丘
４
丁
目
か
ら
千

鳥
台
へ
抜
け
る
狭
い
ト
ン
ネ

ル
の
通
行
が
大
変
危
険
。
目

立
つ
注
意
喚
起
を
せ
よ
。

夜
間
や
降
雨
時
で
も
見

や
す
い
路
面
標
示
な
ど
を
検

討
し
て
、
歩
行
者
の
安
全
確

保
を
図
る
。

問

答

問

答

問答問答

両耳で35万円。補助を望む。

無料パスポートの申請はお済みですか

一
般
質
問
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1部あたりの単価は61.20円です。

発
　
行
：
内
灘
町
議
会
	
責
任
者
：
議
長
　
七
田
満
男

〒
920-0292　

 石
川
県
河
北
郡
内
灘
町
字
大
学
1丁
目
2‐
1

 076-286-6715　
 FA
X
076-286-6711

◆
ど
ん
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る

の
で
す
か
。

○
月
１
～
２
回
、利
用
者
さ
ん

の
ご
自
宅
や
指
定
の
場
所
へ

伺
い
、
１
時
間
ほ
ど
、
気
軽

に
楽
し
く
お
話
を
聴
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ど
な
た
で

も
利
用
で
き
ま
す
。
お
話
の

内
容
を
口
外
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

◆
入
会
の
き
っ
か
け
は
。

○
人
の
役
に
立
つ
こ
と
を
し
た

い
と
思
っ
て
い
て
、
募
集
チ

ラ
シ
を
見
て「
こ
れ
だ
っ
た

ら
で
き
そ
う
」
と
思
い
、
す

ぐ
に
申
し
込
み
ま
し
た
。

○
以
前
か
ら
こ
の
活
動
に
興
味

が
あ
り
、
時
間
が
取
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
参
加
し
ま

し
た
。

○
体
力
に
自
信
が
な
い
自
分
で

も
、
相
手
の
お
話
を
聴
く
こ

と
な
ら
で
き
そ
う
だ
と
思
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

◆
や
り
が
い
や
、
楽
し
い
と
感

じ
る
こ
と
は
。

○
利
用
者
さ
ん
に「
待
っ
て
い

ま
し
た
」
と
か「
あ
り
が
と

う
」の
言
葉
を
い
た
だ
け
る

こ
と
が
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
昔
の
話
を
聴
か
せ
て
も
ら
え

た
り
、
自
分
と
違
っ
た
経
験

を
さ
れ
た
人
の
話
を
聴
く
こ

と
が
楽
し
い
で
す
。
自
分
の

人
生
の
参
考
に
な
る
こ
と
も

あ
り
、
日
常
の
過
ご
し
方
の

刺
激
に
も
な
り
ま
す
ね
。

○
研
修
会
や
演
習
で
話
し
合
い

を
す
る
の
も
、
楽
し
い
機
会

で
す
。

◆
ご
苦
労
な
点
は
な
い
で
す
か

○
最
初
は
女
性
ば
か
り
で
し
た

が
、
男
性
会
員
も
増
え
て
き

ま
し
た
。
苦
労
な
ん
て
あ
り

ま
せ
ん
。

◆
町
や
議
会
に
望
む
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。

○
町
に
は
い
ろ
ん
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
あ
り
ま
す
。
興
味

は
あ
っ
て
も
ど
ん
な
活
動
が

あ
る
の
か
知
ら
な
い
人
も
多

い
と
思
う
の
で
、「
こ
ん
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
あ
る
よ
」

と
い
う
広
報
紙
で
の
紹
介
な

ど
、
町
民
に
知
っ
て
も
ら
え

る
機
会
が
増
え
れ
ば
よ
い
と

思
い
ま
す
。

◆
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
温
か

い
語
り
口
と
笑
い
に
包
ま
れ

て
、
つ
い
時
間
を
忘
れ
て
話

し
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

	

そ
し
て
、
皆
さ
ん
の
笑
顔
が

と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

	

話
し
相
手
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
と
の
お
話
を
希
望
す
る
方
、

傾
聴
活
動
に
興
味
の
あ
る
方

は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

広
報
対
策
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

中
村　
　

聡

　

副
委
員
長　

土
屋　

克
之

　

委　
　

員　

北
川　

悦
子

　

委　
　

員　

西
尾　

雄
次

　

委　
　

員　

福
島　

誠
一

　

令
和
７
年
12
月
会
議
の
夷
藤
議

員
一
般
質
問
時
に
議
場
に
は
じ
め

て
手
話
通
訳
士
が
つ
き
ま
し
た
。

　

能
登
半
島
地
震
か
ら
二
年
が
経

ち
ま
し
た
。
公
費
解
体
は
進
み
風

景
が
一
変
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
一

日
も
早
く
復
興
住
宅
な
ど
で
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
暮
ら
し
を

支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
馬
年
。
す
べ
て
う
ま
く

い
く
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
と
願

い
な
が
ら
も
日
々
の
地
震
情
報
、

強
風
、
雷
、
豪
雨
と
と
も
に
情
勢

も
大
き
く
揺
れ
動
い
て
い
ま
す
。

　

世
界
で
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
が

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
を
軍
事
攻
撃
し
、
マ

ド
ゥ
ロ
大
統
領
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
に
あ
る
拘
置
所
に
連
行
し
た

ニ
ュ
ー
ス
。
国
内
政
治
は
衆
議
院

議
員
総
選
挙
か
ら
ス
タ
ー
ト
と
な

り
ま
し
た
。

　

物
価
高
騰
対
策
を
１
日
も
早
く

と
願
う
国
民
の
声
、
平
和
を
願
う

声
に
し
っ
か
り
耳
を
傾
け
て
ほ
し

い
で
す
。

�

〔
委
員　

北
川　

悦
子
〕

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー�

福
島 

誠
一

今
回
は
、う
ち
な
だ
話
し
相

手
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

（
代
表
・
村む

ら

田た

博ひ
ろ

子こ

さ
ん
）

話
し
相
手
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

い
ろ
い
ろ
な
お
話
が
し
た

い
と
思
う
方
の
気
持
ち
に

寄
り
添
い
な
が
ら
話
を
聴

く
、傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
。現
在
24
人
の
メ
ン
バ
ー

が
活
動
し
て
い
ま
す
。

喫茶店にて訪問活動

メンバーの荒
あら

家
いえ

さん、代表 村
むら

田
た

さん、藤
ふじ

田
た

さん（左から）

講義や演習など勉強に励んでいます

街かどインタビュー
突撃！突撃！

町の団体シリーズ㉙

笑顔を引き出す
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